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測位置で定点保持が可能な船舶観測の測位精度（12 時間程度のキャンペーン観測で 3−10 cm）
に大きく劣っていた．本研究では，甚大な津波被害をもたらす M8 クラスの巨大地震発生直後
に，ブイの振れ回り範囲内の任意の観測位置からの短時間測距で断層破壊による海底地殻変動










を推定した結果，１測距毎の水平測位精度は 88 cm となり，当初の目標 1 m 以下を達成した．






なるという特徴があった．観測位置が海底局アレイ内側のときの水平測位精度は 46 cm である














される精度劣化指標 DOP を導入した．DOP はこれまで用いられてきた観測方程式のヤコビア
ン行列の条件数により定義される測位解像度と比べ，測位精度の指向性についても見積もるこ
とが可能である．GNSS-A 測位の観測方程式から DOP の導出を行い，海底局アレイ位置の水平










度評価指標として DOP を用いることができると判断した． 
解析的に求めた誤差楕円は，観測データに共通するデータ誤差を用いて測位精度にスケーリ
ングすることができる．そこで係留ブイ GNSS-A 観測で得られた全データを用いて海底局アレ
イ位置を推定したときの走時残差の標準偏差σを求め，σ＝0.098 ms を得た．解析的に求めた
誤差楕円の長半径・短半径それぞれにσを乗ずることで，誤差楕円の長軸・短軸方向の測位精度
を求めることができる．誤差楕円とσから得られる測位精度予測式は，係留ブイ観測の測位精度
をよく再現した． 
本研究で解析的に導出した誤差楕円とその測位精度へのスケーリングにより，観測位置と海
底局アレイ形状の情報だけで，任意の観測位置で GNSS-A 測位したときの海底局アレイ位置水
平 2 成分の測位精度を各成分独立に得ることが可能になった．これは，地震発生時にブイのい
る位置からごく短時間に測位して得られる海底地殻変動量の信頼性について，成分毎に評価す
るための極めて有用な指標となる．  
 
 
 
